
＊履修状況およびその授業科目からの「学び」については、習得した直後には必ず記入するようにしておいてください。

　このカルテは、教員免許状の取得に必要な科目の修得状況のほか、教職履修上の課題や課題達成状況などを、みなさんに記入
していただく冊子です。履修状況の記録により、みなさんによる計画的な教職履修と、大学教員による系統的な指導につなげる
ことを目的としています。
　「教師力」の高い教員を目指し、各セメスターごとにできるだけ細かく記入するようにしてください。

大阪成蹊大学 データサイエンス学部 教職課程履修カルテ
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学籍番号：　　　　　　　　　　　　　名前：

科目
（下線科目は、一般的包括的科目）

この科目を通じて、あなたが学んだこと。 教育実習に行って、重要性を考えさせられたこと。 成績 履修時期

データサイエンス基礎

セキュリティとプライバシー保護

セキュリティとデータ一貫性

人工知能１

サービス経営とデータサイエン
ス

プログラミング基礎

計算機概論１

計算機概論２

統計学１

ソフトウェア工学基礎

データベース１

データベース２

ヒューマン・コンピュータ・インタ
ラクション

情報ネットワークとＷｅｂ

インターネット開発

ビッグデータとクラウド

データ活用

データ可視化

情報検索

データマイニング基礎

クラスタ分析とパターンマイニン
グ

可視化情報学

情報と職業 情報と職業

【教科及び教科の指導法に関する科目＜高一種免（情報）＞】
大阪成蹊大学　データサイエンス学部　教職課程履修カルテ

免許法規定

教

科

に

関

す

る

専

門

的

事

項

情報社会・情報
倫理

コンピュータ・情
報処理（実習を
含む。）

情報システム
（実習を含む。）

情報通信ネット
ワーク（実習を
含む。）

マルチメディア
表現・マルチメ
ディア技術（実
習を含む。）
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科目 この科目を通じて、あなたが学んだこと。 教育実習に行って、重要性を考えさせられたこと。 成績 履修時期

情報科指導法Ⅰ

情報科指導法Ⅱ

免許法規定

教員からのフィードバック

各教科の指導法（情報機
器及び教材の活用を含
む。）
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学籍番号：　　　　　　　　　　　　　名前：

免許法規定 科目名 この科目を通じて、あなたが学んだこと。 教育実習に行って、重要性を考えさせられたこと。 成績 履修時期

教育学概論

教職論

教育社会学

教育心理学

特別支援教育概論

教育課程論

総合的な学習の時間の指導法

特別活動の指導法

教育方法論・ＩＣＴ活用

生徒・進路指導論

学校教育相談

教育実習事前事後指導（中等）

教育実習Ⅰ（中等）

教職実践演習（中学校、高等学校）

大阪成蹊大学　データサイエンス学部　教職課程履修カルテ
【高・教育の基礎的理解に関する科目等】

教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科

目

道
徳

、
総
合
的
な
学
習
の
時

間
等
の
指
導
法
及
び
生
徒
指

導

、
教
育
相
談
等
に
関
す
る

科

目

教

育

実

践

に

関

す

る

科

目

教員からのフィードバック
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学籍番号：　　　　　　　　　　　　　名前：

科目名 この科目を通じて、あなたが学んだこと。 教育実習に行って、重要性を考えさせられたこと。 成績 履修時期

日本国憲法

スポーツ演習Ⅰ

スポーツ演習Ⅱ

健康科学

英語演習Ⅰ

英語演習Ⅱ

英語表現Ⅰ

英語表現Ⅱ

データサイエンス実践

教員からのフィードバック

大阪成蹊大学　データサイエンス学部　教職課程履修カルテ
【免許法施行規則第66条の6に定める科目】
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学籍番号：　　　　　　　　　　　　　名前：

項目 自己評価（１年次） 自己評価（２年次） 自己評価（３年次） 教育実習に行って考えさせられたこと。 自己評価（４年次）

教職の意義や役割等を理解して
いるか？

いまの自分が授業を行うとして課
題は何ですか？

教材を研究するために必要なこと
をできていますか？

他の人と共同作業をする上での
課題は何ですか？

今の自分が教師として生徒に接
するうえでの課題は何ですか？

教育実習に向けてやっておきたい
ことを探してみてください。

今の教育問題に関心を向けられ
ていますか？

あなたが教職を目指すうえでの資質について

教員からのフィードバック

大阪成蹊大学　データサイエンス学部　教職課程履修カルテ
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＊履修状況およびその授業科目からの「学び」については、習得した直後には必ず記入するようにしておいてください。

　このカルテは、教員免許状の取得に必要な科目の修得状況のほか、教職履修上の課題や課題達成状況などを、みなさんに記入
していただく冊子です。履修状況の記録により、みなさんによる計画的な教職履修と、大学教員による系統的な指導につなげる
ことを目的としています。
　「教師力」の高い教員を目指し、各セメスターごとにできるだけ細かく記入するようにしてください。

大阪成蹊大学 看護学部 教職課程履修カルテ

7



学籍番号：　　　　　　　　　　　　　名前：

科目
（下線科目は、一般的包括的科目）

この科目を通じて、あなたが学んだこと。 教育実習に行って、重要性を考えさせられたこと。 成績 履修時期

公衆衛生学

疫学・保健統計学

公衆衛生看護管理論

学校保健 学校保健

養護概説 養護概説

健康相談活動の理
論及び方法

健康教育論

栄養学（食品学を含
む。）

栄養学

人体の構造と機能Ⅰ

人体の構造と機能Ⅱ

「微生物学、免疫
学、薬理概論」

病原微生物と感染

疾病治療論Ⅲ

精神保健論

看護学概論Ⅰ

看護学概論Ⅱ

基礎看護学方法論Ⅰ

基礎看護学方法論Ⅱ

基礎看護学方法論Ⅲ

基礎看護学方法論Ⅳ

成人看護学方法論Ⅰ

母性看護学実習

小児看護学概論

小児看護学援助方法論

小児看護学実習

【養護に関する科目＜養教一種免（養護）＞】
大阪成蹊大学　看護学部　教職課程履修カルテ

免許法規定

養

護

に

関

す

る

科

目

精神保健

解剖学・生理学

衛生学・公衆衛生学
（予防医学を含む。）

看護学（臨床実習及
び
救急処置を含む。）
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教員からのフィードバック
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学籍番号：　　　　　　　　　　　　　名前：

免許法規定 科目名 この科目を通じて、あなたが学んだこと。 教育実習に行って、重要性を考えさせられたこと。 成績 履修時期

教育学概論

教職論

教育社会学

教育心理学

特別支援教育概論

教育課程論

道徳の理論及び指導法

総合的な学習の時間の指導法

特別活動の指導法

教育方法論・ＩＣＴ活用

生徒・進路指導論

学校教育相談

養護実習事前事後指導

養護実習Ⅰ

養護実習Ⅱ

教職実践演習（養護教諭）

大阪成蹊大学　看護学部　教職課程履修カルテ
【養・教育の基礎的理解に関する科目等】

教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科

目

道
徳

、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
等

の
指
導
法
及
び
生
徒
指
導

、
教
育

相

談

等

に

関

す

る

科

目

教

育

実

践

に

関

す

る

科

目

教員からのフィードバック
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学籍番号：　　　　　　　　　　　　　名前：

科目名 この科目を通じて、あなたが学んだこと。 教育実習に行って、重要性を考えさせられたこと。 成績 履修時期

日本国憲法

スポーツ演習Ⅰ

健康科学

英語基礎Ⅰ

英語演習Ⅰ

情報リテラシー1

教員からのフィードバック

大阪成蹊大学　看護学部　教職課程履修カルテ
【免許法施行規則第66条の6に定める科目】
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学籍番号：　 　名前：

項目 自己評価（１年次） 自己評価（２年次） 自己評価（３年次） 教育実習に行って考えさせられたこと。 自己評価（４年次）

教職の意義や役割等を理解して
いるか？

いまの自分が授業を行うとして課
題は何ですか？

教材を研究するために必要なこと
をできていますか？

他の人と共同作業をする上での
課題は何ですか？

今の自分が教師として生徒に接
するうえでの課題は何ですか？

教育実習に向けてやっておきたい
ことを探してみてください。

今の教育問題に関心を向けられ
ていますか？

大阪成蹊大学　看護学部　　教職課程履修カルテ
あなたが教職を目指すうえでの資質について

教員からのフィードバック
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